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【１．はじめに】 

 

エコネットワークス（ENW）は、比較的若いメンバーが多いチームですが、私たちは、さらに一世代下

の 2000 年以降に社会に出てきた「ミレニアルズ世代」が持続可能な社会を作っていくための大きな力

になる可能性に注目し、国内外のミレニアルズたちと一緒にプロジェクトを進める機会を持ってきま

した。 

 

ミレニアルズ世代は、多感な 10 代を迎えた頃から、当たり前のようにインターネットや携帯などの IT

が生活の中に入り込み、周りでは温暖化をはじめとする環境問題やコミュニティの崩壊など現代社会

の問題が噴出していた世代です。そのため、 

 

z ウェブやコミュニケーションに対する感覚 － オンラインでつながることに対する抵抗感が薄
い 

z 環境・社会問題に対する感覚 － 生活選び・仕事選びの当然の視点 
 

といった特徴を持っています。 

 

私たちが接したミレニアルズ世代はごく一部ですが、彼/彼女たちと一緒に仕事をしていく中で気づい

た共通点から、ミレニアルズ世代の力を活かしていくために私たちが重要だと考えるポイントを整理

しています。私たちの経験がミレニアルズ世代と接する上での参考となれば幸いです。 

 

 

【２．ENW 流ミレニアルズ世代の力を活かす３つのポイント】 

 

まずは私たちのチームに参加しているミレニアルズ世代のメンバーの一部を紹介します。皆、個人と

して実現したい夢があり、ENW で得た知識や経験を、今後の大学での研究やビジネスに活かしたいとい

う想いを持っています。 

 

名前 属性 特徴 

J さん 男性 

大学生 

中国四川省出身。米国の大学で経済学を学んでいる。環境ビジネ

スに関心がある。 

S さん 女性 

大学院生 

千葉県出身。農学部を経て、大学院で渡り鳥の研究を行う。自然

＆アウトドアが大好き。 

T さん 

 

男性 

大学院生 

小中学生時代を米国で過ごす。大学で環境学を学び、大学院に進

学。バンド活動も行う。 

【サマリー】 

 

z ミレニアルズ世代の力を活かす働き方のポイントを整理しています。 
z ポイントは、「つながる力を活かす」「適切なタイミングと内容のフィードバック」「個人と

社会への貢献の明確化」の３点です。 

z 私たちはミレニアルズ世代が成長できる学びの場、働く場を作っていきます。 
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M さん 女性 

大学生 

海外インターンシップを行う NGO AIESEC に所属し、英語でのコミ

ュニケーション、国際的な環境活動に関心が高い。 

F さん 女性 

フリー 

米国育ちのドイツ人。米国の大学でマーケティングを学ぶ。中国

でのインターンも経験。アート好き。 
 
＜ポイント１＞  

「怖いもの知らずの『つながる力』を活かす」 

 

ミレニアルズ世代は「つながること」に対する感覚が他の

世代と少し異なるようです。年齢や経験の差に配慮した遠

慮、英語を使って海外の人とやり取りをすることに対する

躊躇、一個人と大企業との規模の違いによる戸惑いも、い

い意味で怖いもの知らずの彼らにとっては、大きな問題で

はありません。ウェブを使いこなしながら、組織の壁、世

代の壁、距離の壁、経験の壁を簡単に越えて、リアルにバ

ーチャルにつながっていきます。 

 

＜ミレニアルズの力を活かす TIPS＞ 

 

z メールやソーシャル･メディアを通じてやり取りをする際、複数の登録アカウントを使い分け、企
業の一員としての立場、NGOとしての立場、個人としての立場など複数の立場を比較的上手に使い

こなします。立場を越えてつながっていくことが得意です。ミレニアルズ世代が持っているつな

がりを辿っていくと、思いもよらなかった人につながっていくかもしれません。 

 

z ミレニアルズ世代に対して、「最近の若い人はコミュニケーションが取れない」という上の世代
の声も聞きます。一方的で遠慮のないコミュニケーションをする人や、自己完結で全て終わって

しまう人がいるのも事実です。そのような場合には、違和感をしっかりと伝え、コミュニケーシ

ョンをする上でのルールを早めに合意できると、彼らとのコミュニケーションはとてもスムーズ

に進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  

 

＜ポイント２＞ 

「素早いフィードバックと目に見える成果の提示で成長を促す」 

 

ミレニアルズ世代は若い頃から IT・携帯を当たり前のよう

に使ってきた世代であり、リアルタイムのコミュニケーシ

ョンが当然となっています。また、先の見えない社会の中、

長期的な視点を持ち安定志向で考えるよりも、目の前の成

果や成長を重視する傾向があります。 

 

 

 

＜ENW での事例＞ 

環境展示会の海外発信プロジェクトに参加した Jさん。中国に向けて発信を強化するため、中国大

手メディア・中国大使館とのパートナーシップを Jさんが提案してくれました。Jさんがプロジェク

トに関わり始めてすぐのことで、私たち ENW は直接接点を持っていなかったため、実現する可能性

は半々ぐらいかと考えていました。結果、Jさんは独自のネットワークを通じて接点を作りだし、最

終的に中国大手メディア・中国大使館との共同での企画が実現しました。 

Ernst & Young の調査 によると、85％の

ミレニアルズ世代が「定期的かつ率直な

フィードバックやパフォーマンスの評価

がほしい」と答えています。1946～1964

年に生まれたベビーブーマー世代では、

同様の回答は半数に達する程度です。

「上司に他の社員より目をかけられてい

る」と思われたい、という思いが根底に

あるようです。 

米国の消費者のインターネットメディア

に関する調査によると、若者世代を中心

としたソーシャル･ネットワーキング･サ

ービス（SNS）やゲームなどのニュー・

メディアのユーザーの約８割が、ニュ

ー・メディアを活用して企業やブランド

と関わりを持っています。一個人と企業

やブランドが同じ目線でつながることが

当然の感覚となっています。 
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＜ミレニアルズを活かす TIPS＞ 

 

z メールへの返事をできるだけ早く欲しがる傾向
があります。携帯を使いこなすミレニアルズ世

代にとっては、すぐに返事が返ってくることが

当たり前になっているため、「受け取りまし

た」の返信があるだけでも、安心するようです。 

 

z 「今の経験が将来的に役に立つ」といった長期
の視点ではなく、この仕事に取り組むことで自

分がどのように成長できるかという点を重視し

ます。短期的なゴールを設定してあげることで、

取り組むモチベーションが高まるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポイント３＞ 

「個人益と社会益につながる働き方を提案する」 

 

ミレニアルズ世代は働く環境、働く会社にこだわりをも

つ世代と言われています。また、何のために働くかとい

う点においても、会社のためというよりは、「個人の成

長のため」「社会をよりよくするため」と答える傾向が

あるように感じます。 

 

 

＜ミレニアルズを活かす TIPS＞ 

 

z 必ずしも、会社に対する忠誠心がないというわけではありません。個人としての成長が実感でき、
自分が会社・社会の役に立っていると感じることが、会社に対する忠誠心につながるようです。 

 

z プロジェクト開始前に、今回のプロジェクトの社会の中での意義や組織にとっての位置付け、個
人の想いをしっかりと共有しあうことが高いモチベーションにつながります。 

 

＜ENW での事例＞ 

ミレニアルズ世代は、何か新しいアイデアを思いつくと、フィードバックを求めてすぐに提案をし

てきます。メンバーが他の仕事で忙しく、フォローが遅れてしまい、１週間後に改めて話を聞いて

みようとすると、今度はまた別のアイデアを思いついており、その前のアイデアはないものとなっ

ています。ウェブの世界では、「反応がない」＝「興味がない」と同義であり、すぐに反応がなか

ったため、「成果につながらないのであれば長くこだわっても仕方がない」ということで、あっさ

りと次のアイデアに移ったようです。 

 

このようなミレニアルズ世代の特徴をうまく活かしている事例が、ユーザー提案型の商品開発です。米国の事

例では、清涼飲料水の Vitamin Water というブランドが、“Flavor Creator Lab”という Facebook のアプリ

ケーションを開発し、ユーザーが「次の味を提案できる」ようになっています。現在 Facebook では 100 万名

以上がファンとして参加しています。企業・ブランドがつながり、提案に対して商品開発という形でフィード

バックを返すことで、ミレニアルズ世代と良好な関係作りをしています。 

2006 Cones Millennial Cause Study による

と、社会への影響・貢献をしっかりと考えて

いる企業で働きたいという回答が 79％、自社

の社会・環境活動により、その企業で働いて

いることに誇りやロイヤリティを感じるとい

う回答が 60％に達しています。また、「86％

のミレニアルズ世代は社会的責任を満たして

いない会社から立ち去る」といった調査結果

もあります 。ウェブ上で個人のプロフィール

や所属を登録・公開する機会が増え、自らが

働く企業に対するイメージに敏感になってい

るのかもしれません。 



 

© 2010 EcoNetworks Co., All Rights reserved 4 

 

【３．終わりに】 

 

これまで、ミレニアルズ世代と一緒に働いていく上での私たちなりのポイントを整理してきました。 

 

私たちはミレニアルズ世代が、これからの持続可能な社会を作っていく上で、カギとなる世代だと考

えています。既存の権益に依存せず、自らの将来を描いていける立場にあるからです。 

 

一方で、ミレニアルズ世代自身も、自身のことをもっとよく知り、周囲の声から学んでいくことも必

要です。情報があふれているためか、「環境や持続可能性といった言葉を、表面的なレベルで捉えて

いて、言葉や行動に重みを感じない」という声を上の世代から聞くこともあります。 

 

 

私たちエコネットワークスは、ミレニアルズ世代の可能性を信じ、ミレニアルズ世代が最大限に力を

発揮できる場を提供していくことで、新たな価値を作りだしていきたいと考えています。その中で

培ったノウハウを皆さまと共有しながら、ミレニアルズ世代と上の世代が世代の壁を超えて互いに学

び合いながら成長していくことができる場をこれからも作っていきます。 

 

今回のレポートで整理した点、なるほどと思うところ、より良い形の提案など、フィードバックをお

待ちしています。共に学びながら、最も良い形を作り上げていきたいと思います。                   

 

=================================== 

※内容に関するお問い合わせ・より詳細な情報をお求めの方はご連絡ください。 

※月に一度メールニュース「ENW の視点」をお届けいたします。 

ご不要の方は、お手数ですが下記までご一報ください。 

 

有限会社エコネットワークス 担当：細島史郎、野澤健 

info@econetworks.jp 
=================================== 
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